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研究成果の概要（和文）： 

東京国立博物館は日本で最も古い博物館であり、1950 年に文化財保護法が施行されるまでは、

文化財行政の中心的な役割を果たしてきた。東京国立博物館が保管する歴史的な文書は、日本

の博物館の歴史を知る上で欠くことのできない資料であるとともに、戦前までの文化財行政を

知る上でも重要な資料である。この研究では、それらの資料を分析し、東京国立博物館が果た

してきた歴史的役割について解明した。 

 

 

研究成果の概要（英文）： 

Tokyo National Museum is the oldest museum in Japan, until the Cultural Properties 

Protection Law went into effect in 1950. And it has played a central role in cultural 

administration. Historical documents in the Tokyo National Museum is an essential 

document for understanding the history of museums in Japan, and is an important material 

to understanding the cultural administration before the war. This study analyzed those 

materials, and understood the historic role played by the Tokyo National Museum. 
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１．研究開始当初の背景 

国立博物館は、明治政府の殖産興業や学校

教育の政策と密接に関わり合いながら発達

してきた。なかでも、国内外の博覧会への参

加を前提とした文化財の全国的調査と作品

収集は、その後の博物館の活動に大きな影響

を与えた。また、東京国立博物館は、1950 年

に文化財保護法が施行されるまでは、文化財

行政の中心的な役割を果たしてきた。東京国

立博物館には「館史資料」の名称で、黎明期

から現在に至るまでの博物館に関わる文書

を中心とした資料が存在する。それらの一部

は「東京国立博物館百年史」としてまとめら

れているが、全体像を知ることはできず、ま

た、精度にも問題があり、その整備や研究が

望まれる。 

 

２．研究の目的 

館史資料は、一部がマイクロフィルム化さ

れているが、目次や細目といったものすら未

整備であるため、必要とするデータを探すた

めに多大な労力を必要とする。本研究では、

館史資料のうち収蔵品の基礎データである

「列品録」を中心に調査を実施し、内容の把

握・分析して、東京国立博物館が果たしてき

た機能や役割を研究するとともに、検索の便

となる整理を行う。 

 

３．研究の方法 

列品録のデジタル画像データと文字デー

タを整備する。列品録のデータの整備を進め

るとともに、該当する実作品の調査も実施し、

作品に関する美術史的調書および画像デー

タの整備を進める。また、現在の作品評価と

比較を通して、列品録記載時の美術史的な評

価などについても検証を加える。 

 
 

列品録 
 
 
４．研究成果 
 

 館史資料のうち作品に関する基礎資料で

ある「列品録」を中心に、「列品記載簿」、「重

要雑録」などの調査を実施した。原資料の画

像データの作成や、文字データの翻刻などの

作業を行い、今後の活用の便を図った。それ

らの情報の分析を通じて、国立博物館の役割

と機能について研究した。 

 黎明期の博物館は、殖産興業と日本文化の

見直しという社会背景に沿った活動をする。

その点で、第一に取り上げなければならない

のは、国内外で行われた勧業博覧会である。

博覧会と博物館には同様の役割があるとい

う考えに基づいて、博覧会出品作品の多くが

博物館に収められる。ただし、今回の調査で

は、収蔵に関する詳しい経緯を示す新資料を

発見することはできなかった。国外の博覧会

は、諸国との交流の場ともなった。開催国の

美術品を収集する、あるいは参加国の関係者

との契約により後日、美術品の寄贈を受ける

など重要な役割を果たした。 



初期の東京国立博物館は、日本文化の啓蒙

する役割を自認し、そのための収集・展示活

動を行う。すぐれた文化財の収集・展示が欠

かせないが、当時からそのような作品の収集

は困難であるため、模写や模造の制作を行う。

現在、博物館で一般的に行われる模造による

展示の先鞭である。模写・模造の事業のうち、

前者の事業は長期にわたって継続するが、彫

刻は短期間で途絶えてしまう。それは、作品

の所在地で長期にわたって作業をする必要

があるためで、型を採る現在の方法でも共通

する問題点である。本研究期間中に、別の事

業の中ではあるが、彫刻を含む多くの立体作

品の３Ｄ計測を実施した。今後は、そのよう

なデジタルデータの活用が必要になろう。 

東京国立博物館には、明治維新に活躍した

大久保利通、三條実美などの絵画・彫刻によ

る肖像が収蔵される。それらは、日本固有の

美術を理解し、発展させるためには衆人の知

る人物を表現することがよいという理由に

よる。モデルとなった人物の事跡理解ととも

に、身近な人物を表現した作品では、芸術表

現も理解しやすいという理屈が説かれる。国

粋化の流れに沿ったものであるが、ワークシ

ョップのような考えがなかった中で、身近で

ない高尚なものをいかに理解させるかとい

う工夫が伺える。 

 さて、列品録を中心に博物館に残る資料の

データ整備を実施したが、そのうちの日本彫

刻関係資料については、現在の整理番号との

照合も行った。また、該当作品の美術史的調

書および画像データも完備した。それに基づ

いて『東京国立博物館図版目録 近代彫刻

篇』を刊行し今後の研究の便を図った。また、

作品の収蔵経緯、その後の活用などについて

も分析を行った。他施設の建築調査も実施し、

東京国立博物館が与えた影響などについて

も分析を加えた。 
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